
令和4年度事業報告

重点項目に対する

達成状況

現況の困難さにフォーカスし過ぎず各児のストレングス（強み）に注目し、親御さまにも

気づきを促した。その子の得意な分野を活かせる機会を増やし自己肯定感の底上げを図っ

た。その為にも、親御さま・大切な資源である関係者間の情報共有を常に図った。

概ね、達成出来た。

稼働目標に対する

達成状況

年度当初の登録者数が膨大となり、個々の密なる関わりが難しくなったため、令和4年度

は基本的に新規登録を受けずに既存利用者の支援に注力した。

その結果、目標稼働数より月平均ー10～20件程度となった。稼働に対する収入金額にはさ

ほど影響はなかったが、新規登録者数においての達成は出来なかった。

基本方針に対する

達成状況

計画相談支援では《個別性》を常に重視している。同じ障害名でも身を置く環境により抱

える困難さは様々なので、個を大事にした支援計画の基本を大事に実施した。

概ね、計画通りの実施が出来た。

予算執行状況

令和4年1月より非常勤職員の増員の為、人件費が増加した。またケース件数は新規登録を

止めた他、療育の終了・転居・移管等で合計で前年度よりー30件ほどになった。結果とし

て事業活動収支差額は黒字となり堅調な収支バランスとなった（詳細は収支予算書参

照）。

事業およびサービ

ス目標に対する達

成状況

品川区内 療育通所予定児童及び特定相談該当者児者

《障害児相談支援事業》

・発達障がい等の特性を抱え療育での学びをご希望される子どもたちを対象に

アセスメント・療育での支援計画を立案する。

《特定障害者相談支援事業》

障害特性を持つ子ども（主に重度身体）の短期入所等のアセスメント及び

計画立案と18歳以上の成人への、将来へのアセスメント及び支援計画を立案する。

①	実施日：月～金曜日（国民の祝日、年末年始1/29～1/3を除く）

②	実施時間：午前９時００分から午後５時００分

③	個別の電話対応は随時（電話：営業時間内/メール：随時）。

概ね、達成出来た。

その他事業計画に

対する達成状況

事業計画にある関係者等の情報共有において、個別の《関係者会議》開催や施設訪問を実

施した。

特定相談においては、短期入所施設・GHの見学など親御さまに帯同するなどして情報収集

や親御さまの心情に寄り添う活動を継続的に実施出来た。

相談支援事業所 えがお
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年間行事等の報告
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個別避難計画の作成（障害者手帳所持者を主とする災害時の避難計画）

第2回 品川区子ども支援部会議

東京都障害福祉サービス初任者研修

第3回 品川区子ども支援部会議

東京都障害福祉サービス主任研修
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